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本
格
的
な
人
口
減
少
社
会
が
到
来
す
る

中
、
本
市
が
持
続
可
能
な
都
市
と
し
て
発
展

し
て
い
く
た
め
に
は
、
本
市
の
強
み
で
あ

る
「
人
と
人
の
顔
が
見
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」

を
未
来
へ
の
礎
と
し
て
、
市
民
と
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
、

賑
わ
い
や
活
力
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
こ
の
度
、
私
た
ち
が
目
指
す

べ
き
ま
ち
の
姿
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
く

施
策
を
掲
げ
た
「
第
６
次
竹
原
市
総
合
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
７
月
に
は
、
未
曾
有
の
豪
雨

災
害
が
発
生
し
、
市
民
生
活
や
地
域
経
済

は
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
経
験
を
未
来
へ
の
教
訓
と
し
て
、

市
民
・
地
域
・
行
政
が
総
力
を
挙
げ
、
一
日

も
早
い
復
旧
・
復
興
と
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
、
平
成
30
年

11
月
に
「
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害　

竹
原

市
復
旧
・
復
興
プ
ラ
ン
『
＃
が
ん
ば
ろ
う
竹

原
』」
を
策
定
し
、
こ
れ
を
前
期
基
本
計
画

の
重
点
施
策
と
し
て
位
置
付
け
ま
し
た
。

　

市
民
と
行
政
が
本
市
の
目
指
す
べ
き
ま
ち

の
姿
を
共
有
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
身
の
役
割

と
責
任
を
担
い
な
が
ら
、
地
域
課
題
を
一
緒

に
解
決
す
る
こ
と
に
よ
り
、
誰
も
が
住
み

や
す
さ
を
実
感
し
、
誇
ら
し
い
と
思
え
る

『
元
気
な
竹
原
市
』
の
実
現
に
向
け
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

竹原市の明るい未来へ、

市民の皆様と一緒に航海するための羅針盤、

第６次竹原市総合計画を策定いたしました。

さあ、誇りを胸に、一緒に漕ぎ出しましょう。

　 平成３１年 (2019) ３月

　　
　　　　　　　 竹原市長　　　　　　　



市章

竹を題材とし，竹の輪は市民の和を表し，
三方に広がる笹は平和で豊かな繁栄を象
徴しています。

昭和 38 年 (1963) 制定　

市民憲章 昭和 43 年 (1968) 制定　

● 郷土の自然を愛し、平和な美しいまちをつくりましょう。

● きまりを守り、信じあえる住みよいまちをつくりましょう。

● 働くよろこびをもち、豊かなまちをつくりましょう。

● 老人をうやまい、青少年の夢を健やかに育てましょう。

● 健康なからだ、きれいな心で明るい家庭をきずきましょう。

市の花　  梅

清楚にして優雅な品性を保ち，早春に
力強く伸びる新しい枝と共に咲き誇る
花は、その香りと共にまさに市民性を
象徴するにふさわしいものです。

昭和 53 年 (1978) 選定　

市の木　  竹

まっすぐ伸びて信念を表し，市民みん
なが仲良くつながり合って成長し，葉
は広く広がり，その緑は平和を象徴す
るものです。

昭和 53 年 (1978) 選定　

市
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昭和 45 年
（1970）

昭和 55 年
（1980）

平成 2 年
（1990）

平成 12 年
（2000）

平成 22 年
（2010） （2020） （2030）

本市における総合計画策定の経緯

第１次総合計画
「自然と産業が調和した魅力あふれる瀬戸内の公園都市」

計画期間：昭和 51 年度～昭和 60 年度 (1976-1985)

第２次総合計画
「自然と産業が調和した魅力あふれる瀬戸内の公園都市」

計画期間：昭和 61 年度～昭和 70 年度 ( 平成７年度 )(1986-1995)

第３次総合計画
「海と空のインタークロスシティ」

計画期間：平成元年度～平成 10 年度 (1989-1998)

第４次総合計画
「瀬戸内に輝け！賑わい文化都市　たけはら」

計画期間：平成 11 年度～平成 20 年度 (1999-2008)

第５次総合計画

第６次総合計画

「住みよさ実感　瀬戸内交流文化都市　たけはら」
計画期間：平成 21 年度～平成 30 年度 (2009-2018)

計画期間：平成 31 年度 (2019) ～ 2028 年度

Chapter1総合計画の概要

1総合計画
策定の趣旨

本市では，平成３０年度 (2018) を目標年次とする総合
計画「人・自然・時の豊かさ　『住みよさ実感　瀬戸
内交流文化都市　たけはら』－支えあいのふるさと

づくり－」を平成２１年度 (2009) に定め，各種の施策・事業
を推進してきました。
　この間，本市は，急速な少子・高齢化と本格的な人口減少
の進展に直面しており，これらが更に進行することにより，
今後は，生産年齢人口の減少による地域活力の低下，コミュ
ニティの衰退，公共経営のダウンサイジング※など，本市を取
り巻く社会経済環境に様々な変化がもたらされることが見込
まれます。
　このような状況においては，これまでの延長線上の考え方
や方法では，経済，社会，地域コミュニティなどを維持して
いくことが難しくなります。
　こうしたことを踏まえ，本市の未来創造に向け，まちづくりの
方向を明らかにする指針として，新しい総合計画を策定します。

新しいまちづくり---------
未来創造への指針として、
新たな総合計画を策定します。

※ ダウンサイジング／サイズ（規模）を小さくすること。
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第６次竹原市総合計画

10 年間

基本計画

基本構想

5 年間 5 年間

平成31年度
（2019）

2023
年度

2024
年度

2028
年度

　本計画は，行政運営全体の総合的な指針であり，本市
のすべての計画の基本となる最上位計画です。

⑴  市の将来像と実現に向けた
　　取組の明確化

　本市の特性や課題，社会情勢等の変化を踏まえて，
10 年後の目指すべき将来像を示すとともに，その実
現に向けた取組を明確にします。

⑵  数値目標の設定

　将来像の実現に向けて，施策の方向性ごとに達成度
を測る目標値として具体的な数値指標を設定します。

⑶  計画の実行性を高める仕組みづくり

　社会情勢等の変化に柔軟に対応し，将来像の実現
性を高めるため，予算編成，施策評価などと連動し
たＰＤＣＡサイクル（計画（PLAN），行動 (DO)，検証
(CHECK)，改善 (ACTION)）を構築します。

⑴  基本構想 (10 年間 )
       平成31年度 (2019)～ 2028 年度

　本市の目指すべき将来像を示すものです。

⑵  基本計画 (前期) (5 年間）
        平成31年度(2019)～ 2023 年度
        ( 後期 )2024 年度～ 2028 年度 (5 年間 )

　基本構想で示した将来像の実現に向けて，５年間の
取組の方向性などを示すものです。
本市を取り巻く環境変化や行財政経営の状況などに柔
軟に対応するため，前期と後期に分けて基本計画を策
定します。

⑶  構成図

2総合計画の
策定方針 3総合計画の

構成と期間

Chapter 1

総
合
計
画
の
概
要
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1まちづくりの
基本認識

市 民一人一人が，住み暮らしているまちに“誇り”
と “ 愛着 ” を持つことは，このまちに住み続け
たいという思いを掻き立てるだけでなく，まち

をより良くする取組への参画や積極的なまちの発信など，
地域主体のまちづくりを活性化し，まちの賑わいや活力
の維持・向上につながります。
　また，貴重な地域資源を活かした，まちの “ 個性 ”
や “ 魅力 ” は，多様な人々を惹きつけ，訪れる人や住
んでみたい人など，市域外からの新たな人の流れを
生み出し，まちの賑わいや新たな活力の創出につな
がります。
　こうした観点から，本市が，「誇りと愛着を持てるま
ち」，「個性的で魅力あるまち」を目指し，急速な少子・
高齢化と本格的な人口減少が進行する中でも，持続
可能な都市となるよう，基本理念を以下の通りとして，
まちづくりに取り組みます。

「生まれて良かった、
  住んで良かった、帰ってきたい、
  住んでみたい」と思える元気な
  竹原市の実現を目指します。

Chapter2基本構想

『市民一人一人が，竹原市に “ 生まれて良かった ”“ 住
んで良かった ” と実感し，進学や就職等で竹原市から
転出した人や竹原市にゆかりのある人，竹原市に関心
のある人が，“ 帰ってきたい ” “ 住んでみたい ” と思え
る “ 元気な竹原市 ” の実現』

基本理念
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歴史的価値を高く評価された町並み保存地区 ,
うさぎで世界的に有名となった大久野島 ,
江戸時代から受け継がれる酒造文化 ,
地元産の食材を使った郷土料理 ,
自然海浜保全地区に指定された忠海長浜の海岸  など
多彩な地域資源があります。

竹原市の主な地域資源

Chapter 2

基
本
構
想

本 市では，まちづくりをけん引する多様な人
材が活躍しており，また国内外に誇れる多
くの地域資源があります。

　まちづくりを進めるにあたっては，これらの “本市の
財産 ”を最大限に活かして，まちの個性や魅力の創
出を図ります。

① 人を活かす
　本市を支える多様な人たちやその人たちの活動は，
まちづくりの根幹をなす財産（強み）です。
　これまで本市が推進してきた，市民，各種団体，民
間企業など，多様な主体との協働のまちづくりを基盤
に，年齢や性別などに関わらず，多様な人たちの発想
力や行動力，知恵，経験などを更に活用し，本市を応
援してくれる人たちとも連携しながら，力を結集して，
“元気な竹原市 ”を実現します。

② 地域資源を活かす
　本市が有する自然，歴史・文化，景観など豊富な地域
資源は，国内にとどまらず，海外にも誇れる財産（強み）
です。
　将来にわたって，自然を守り，歴史・文化を継承す
るとともに，価値を高め発信することで，人の流れを
生み，賑わいのある “元気な竹原市 ”を実現します。

まちづくりの基本的視点
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本 市は，江戸時代に，少雨で温暖な瀬戸内
の気候と賀茂川が造り出す地形を利用し
た製塩業を基幹産業とし，明治時代には，

豊富な地下水と港に集まる米を利用した酒造業を
塩と並ぶ産業として飛躍させるなど，自然，気候，
地質，地形，立地条件などを巧みに組み合わせ，
発展してきました。
　また，時代の変化に合わせ，昭和初期には，基
幹産業であった製塩業から重工業などへ産業構造
の転換を図るとともに，塩田跡地に市街地を広げ，
職と住まいを提供し，暮らしやすさを意識したコ
ンパクトなまちを造り上げてきました。
　このように，地域資源を活かし，時代の変化に
柔軟に対応したまちづくりを行うことができた背
景には，頼山陽の父である頼春水をはじめ竹鶴政
孝や池田勇人など，地域を支え，世界で活躍する，
幅広い人材を輩出する “ 文教の地 ” で育った人々の
力があったからと言えます。
　これまでの歴史が示すとおり，急速な少子・高
齢化と本格的な人口減少社会の到来や経済のグロ
ーバル化の進展など，社会経済情勢が大きく変化
する中においても，人々の力と地域資源を活かし
たまちづくりを行うことにより，賑わいや活力を
維持・向上させ，持続可能なまちを実現できると
考えています。

210年後の
将来都市像

　本市には，互いに顔が見える人と人とのつなが
りや支え合いのコミュニティ，美しい瀬戸内の自
然や季節感，ゆったりとした時間の流れや歴史，
快適に日常生活が営める利便性の高いコンパクト
な市街地など，“ 住みやすさ ” “ 暮らしやすさ ” に
つながる多くの特色があり，第５次竹原市総合計
画においても，“ 住みよさの実感 ” を目指して取り
組んできました。
　また，社会状況が変化する中で，価値観の多様
化により，大都市圏からの移住志向や生活の質を
重視する意識が高まってきています。

こうしたことから，引き続き，本市の特色を
活かして “ 住みやすさ ” “暮らしやすさ ”に
磨きをかけ，暮らしの満足度を向上させる

ことにより，基本理念で掲げるまちづくりを展開す
ることとし，10 年後の都市像を次のとおり設定し
ます。

本市の特色を活かし
住みやすさ、暮らしやすさに
磨きをかけ、暮らしの満足度を
向上させます。
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Chapter 2

基
本
構
想

”元
気
“
は
、

市
民
の
誰
も
が
「
い
き
い
き
と
活
躍
す
る
姿｣

と

本
市
の
魅
力
を
活
か
し
た

「
交
流
や
産
業
に
よ
る
賑
わ
う
ま
ち
」
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

”笑
顔
“
は
、

市
民
の
「
安
全
・
安
心
で
快
適
な
心
地
い
い
暮
ら
し｣

と

「
互
い
に
支
え
合
う
優
し
さ
」
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

あ
ふ
れ
る
元
気
と
輝
く
笑
顔
が
”幾
重
に
も
重
な
り
“、

市
民
一
人
一
人
が
”た
け
は
ら
暮
ら
し
“
が
”誇
ら
し
い
“
と
思
う
。

本
市
は
、

「
生
ま
れ
て
良
か
っ
た
、住
ん
で
良
か
っ
た
、帰
っ
て
き
た
い
、住
ん
で
み
た
い
」

と
思
え
る
元
気
な
竹
原
市
の
実
現
に
向
け
、

『
誰
も
が
住
み
や
す
い
と
実
感
し
、
誇
ら
し
く
思
え
る
ま
ち
』
を

目
指
し
ま
す
。

元気と笑顔が織り成す

暮らし誇らし、竹原市。

将来都市像

【将来都市像の使用フォント】
“元気”“笑顔”《HGゴシックM》

“と”“が織り成す”“暮らし誇らし、竹原市。”《ＭＳ明朝》
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実施施策１
「くらしの再建」

● 地域支え合いセンターの運営
● 宅地内土砂等の撤去
● 災害廃棄物の処理　等

実施施策２
「まちの復旧」

● 公共土木施設の復旧
● 農地・農業用施設等の復旧
● 商工業・観光等の復興支援　等

実施施策３
「そなえの強化」

● 地域防災計画等の見直し
● 地域防災リーダーの育成　等

３つの指針に基づき

施策を展開

災害からの
早期復旧・復興に向けた
取組を推進します。

3重点テーマ
『平成30年7月豪雨災害
 からの早期復旧・復興』

復旧・復興に向けた今後の取組，施策の方向

平 成 30 年 (2018) 7月に発生した豪雨災害で
は，本市においても観測史上最大の雨量と
なり，市内各所において，土砂災害や河川

の氾濫など，甚大な被害が発生しました。
　将来都市像の実現のためには，この災害からの早期
復旧・復興が不可欠であることから，第 6 次竹原市
総合計画において，重点テーマとして設定します。

基本計画に上記プランを位置付け，災害からの早期復旧・
復興に向けた取組を推進していきます。

平成30年7月豪雨災害 竹原市復旧・復興プラン

 『#がんばろう竹原』
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Chapter 2

基
本
構
想

将来像 1

本 市は，穏やかな気候と豊かな自然を背景として，産業振興による経済
的発展と文化的な発展を共に享受する中で，大久野島や町並み保存地

区などの個性を守り，活かしてきました。
　この個性は地域の貴重な資源（財産）であることから，これからもこの地
域資源を大切に守りつつ，磨きをかけることにより，竹原独自の魅力を創造し，
市民の誇りと愛着を醸成するとともに，国内外から訪れる人や住みたい人を
惹きつけ，多様な交流による賑わいの創出を図ります。

　本市の大切な地域資源を個性として活かすことで，多くの人々を魅了し，
賑わいを生み出し続けるまちを目指します。

《目標像の達成イメージ》
● 自然と調和した美しいまちを継承し，活用している。
● 歴史や文化の継承・活用により地域の魅力が高まり，賑わいを創出

している。
● 自然資源，歴史・文化的資源など竹原らしい景観を創出している。
● 国内外から多くの観光客が訪れ，賑わっている。
● 住みやすさが認知され，移住先の候補地として選ばれている。
● コンパクトで住みやすい都市づくりが行われている。　など

自
然
・
歴
史
・
文
化
に
育
ま
れ
、

人
々
に
守
ら
れ
磨
か
れ
た
資
源
が

人
々
を
魅
了
す
る

賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち

竹原らしさを感じるまちに
人々が集まり賑わいが生まれている目標像 1

《施策分野》
自然環境，歴史・文化財，景観，観光・交流，移住・定住，
コンパクトな市街地とネットワークの形成

4つの「将来像」を掲げ
7つの「目標像」を設定します。

10 年後を見据えて設定した将来都市像「元気と
笑顔が織り成す　暮らし誇らし、竹原市。」に
基づいて，本市が目指すべきまちの姿を 4 つ

の「将来像」として掲げます。また，これらの将来像が
実現した状態（イメージ）を分野ごとに示し，7 つの

「目標像」として設定します。
　「将来像」，「目標像」の具現化を図ることにより，将来
都市像「元気と笑顔が織り成す　暮らし誇らし、竹原市。」
の実現を目指します。

410年後の
将来像と目標像

個
性



10 The 6th TAKEHARA Comprehensive Plan

本 市は，近世後期に頼山陽の父である頼春水とその弟春風，杏坪など数
多くの学者や文化人を輩出し，郷塾「竹原書院」を開き，次世代への

教育を行うなど “ 文教の地 ” として広く知られ，のちの池田勇人，竹鶴政孝
など世界で活躍する人材の輩出へとつながっています。

　こうした次世代を育ててきた伝統を継承しながら時代に合わせ，結婚から
妊娠・出産を経て子育て期に至るまでの切れ目のない支援を充実させるとと
もに，幼児教育，学校教育，体験学習，スポーツ，地域教育など，子供一人
一人の個性と能力を伸長できるよう様々な機会と場の確保に取り組みます。
　また，市民一人一人がそれぞれの価値観を尊重され，快適な生活を営むた
めには，幼児教育，義務教育，高等教育，大学教育だけでなく，地域教育，
生涯学習などいつでもどこでも学ぶことができ，個性と能力に応じた活躍の
場を地域で提供していくことに取り組みます。

　“ 文教のまち ” としての精神を次世代に受け継ぎ，子供から大人まで，多様
な人材が様々な場と機会で学び，お互いが協力しながら，知識や経験を地域
に還元することができる，地域を支え，世界で活躍する幅広い人材を輩出す
るまちを目指します。

《施策分野》
子育て前の支援，子育て支援，学校教育

《施策分野》
生涯学習，協働のまちづくり

《目標像の達成イメージ》
● 市民の結婚・妊娠・出産の希望がかなえられている。
● 安心して楽しく子育てができ，子供たちが健やかに成長している。
● 夢を持ち，社会を主体的に生き抜くことが出来る人材が育っている。　など

《目標像の達成イメージ》
● 生涯学習の場が充実し，学びを推進していく人材が育っている。
● 多くの人々が地域の魅力づくりに関わり，住みよいまちづくりが進

められている。　など

〟文
教
の
ま
ち
た
け
は
ら〝
の

精
神
を
受
け
継
ぎ
、
地
域
を
支
え
、

世
界
中
で
活
躍
す
る
人
々
を

輩
出
す
る
ま
ち

将来像 2

市民一人一人が自ら学び、
様々な場面で協力しながら活躍している目標像 3

子供たちが夢の実現に向け
挑戦できる環境が確保されている目標像 2

人
材
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※１　超高齢社会／ 65 歳以上の人口の割合が全人口の 21％を占めている社会のこと。
※２　生産年齢人口／ 15 ～ 64 歳の人口のこと。

《施策分野》
雇用・労働，商工業，農林水産業

《施策分野》
人権，男女共同参画社会，健康づくり，高齢者福祉，障害者福祉，地域福祉

《目標像の達成イメージ》
● 雇用が確保され，産業力を高め支える人材が育ち，産業振興が図られている。
● 女性をはじめ，多様な人材が活躍する労働環境が充実している。
● 創業が次々と起こり事業者が育ち，商工業が発展し，賑わっている。
● 本市の農林水産物が広く県内外に流通している。　など

《目標像の達成イメージ》
● 一人一人の人権が大切にされる住みよいまちになっている。
● 男女がともに支え合い，誰もが幸せを感じて暮らしている。
● いくつになっても活躍できる健康づくりをみんなで実践している。
● 支え合いのもと，誰もがいつまでも住み慣れた地域でその人らしく

自立し安心して暮らし続けている。　など

誰
も
が
い
つ
ま
で
も

い
き
い
き
と

自
分
ら
し
く
輝
く
活
力
と

優
し
さ
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち

将来像 3

誰もがお互いに尊重し合い、
いつまでもはつらつと活躍している目標像 5

様々な仕事に挑戦できる元気な産業が
育ち、活気に満ちている目標像 4

本 市は，これまで本市が持つ自然や地形，立地を活かしながら，時代に合
わせた産業を発展させてきました。また，医療・福祉関係の施設が充実

しており，良好なコミュニティのもと，市民，医療・福祉事業者，行政などが
顔の見える関係にあり，安心して暮らすことのできる環境が整っています。

　今後，人口減少，超高齢社会※１により生産年齢人口※２が減少する中において
も，賑わいや活力を維持し，活性化していくために，市民一人一人が将来に希望
を持って働けるよう，多様な働く場や機会の確保や担い手の育成に取り組みます。
　また，性別，年齢，価値観などに関わらず，互いの人権が尊重され，人々
が支えあって生きる社会を創るとともに，市民，医療・福祉事業者との連携
を更に強化することにより，一人一人が健やかで安心して暮らし続けられる
よう取り組みます。

　市民一人一人が，自分らしく活躍できる地域となるよう，多様で活気のあ
る産業を創出するとともに，誰もが全ての人への思いやりと優しさを持ち，
健やかに暮らし続けることのできる活力あるまちを目指します。

Chapter 2

基
本
構
想

活
力
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将来像 4

本 市は，風光明媚，温暖な瀬戸内らしい恵まれた環境を活かし，大崎上島
などへの玄関口である港や日本風景街道※１登録の国道 185号，公園の里

親制度※2など市民と協働して，まちの基盤を活かした魅力づくりに取り組ん
できました。また，通学路交通安全プログラム※３をいち早く策定するなど，市
民と協力して安全・安心の生活を築いてきました。

　本市の公共土木施設等は，人口減少，少子・高齢化による利用需要の変化への
対応と快適性の確保の両立を考慮して整備等を行うとともに，平成３０年７月豪
雨災害の被災状況を踏まえ，市民の安全・安心に資する社会基盤として国や県等
関係機関と連携し，災害に強いまちづくりを進めます。さらに，今後も，道路な
どの公共空間（基盤）を活かした賑わいづくりに市民とともに取り組みます。
　また，引き続き，市民と協働した防犯，交通安全活動や防災の基本となる自助，
市民のつながりに基づく共助と行政による公助が適切に機能する安全・安心の
確保に取り組みます。

　市民生活の基本である，快適に生活できる社会基盤を維持するとともに，地
域の人が助け合い支え合い，行政，市民，企業等が協力し合う，安全・安心に
暮らせるまちを目指します。

《施策分野》
道路網・港湾，住環境，上水道・下水道，循環型社会

《施策分野》
防災・減災，交通安全・防犯・消費者行政

《目標像の達成イメージ》
● 生活道路などの社会基盤が整い，かつ適切に維持管理され，快適に

暮らしている。
● 道路や港など災害に強い社会基盤が整い，産業・物流・交流を支え

ている。
● 安心して住みやすい住環境で誰もが安全で快適に暮らしている。
● 安全で安心な水を安定的に供給している。　など

《目標像の達成イメージ》
● 地域の防災・減災意識と市の災害対応能力が向上している。
● 交通事故や犯罪を未然に防ぎ，市民の安全・安心な暮らしが築かれ

ている。 など

瀬
戸
内
の

恵
ま
れ
た
風
土
と
市
民
の
絆
の
も
と
、

誰
も
が
安
全
・
安
心
で

快
適
に
生
活
で
き
る
ま
ち

生活の基盤が整備され、
快適に暮らしている目標像 6

市民が支え合う絆を大切にし、
安全・安心な生活環境が確保されている目標像 7

基
盤

※１　日本風景街道／郷土愛を育み，
日本列島の魅力・美しさを発見，
創出するとともに，多様な主体
による協働のもと，景観，自然，
歴史，文化等の地域資源を活か
した国民的な原風景を創成する
運動を促し，地域活性化，観光
振興に寄与し，国土文化の再興
の一助となることを目的とした
取組のこと。

※２　公園の里親制度／公園の清掃
や，植木の剪定などの緑化作業
を住民ボランティア活動にゆだ
ね，親代わりになった気持ちで
公園を管理してもらう制度。

※３　通学路交通安全プログラム／通
学路の安全確保に関する取組の
基本的な方針として策定された
プログラムのこと。
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（注）平成 29 年 (2017) は９月末の実績値。2023・2028 年は推計値
資料：竹原市「住民基本台帳人口（外国人を含む）」

本計画の想定人口の年齢構成の推移

0 20

2017年

2023年

2028年

40 60 80 100%

（H29）

年少人口 生産年齢人口 高齢人口
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9.1 49.4 41.6

8.7 48.7 42.6

（注）平成 29 年 (2017) は９月末の実績値。平成 30 年 (2018) 以降は推計値
資料：竹原市「住民基本台帳人口（外国人を含む）」

現状趨勢推計と想定人口推計の比較
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（注）平成 22 年 (2010) から平成 29 年 (2017) は９月末の実績値。
平成 30 年 (2018) 以降は推計値

資料：竹原市「住民基本台帳人口（外国人を含む）」

現状趨勢を反映させた将来人口
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（注）平成 22 年 (2010) から平成 29 年 (2017) は９月末の実績値。
平成 30 年 (2018) 以降は推計値

資料：竹原市「住民基本台帳人口（外国人を含む）」

本計画での想定人口

29.6
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5将来の
人口見通し

本 市の今後の見通しとして，将来人口推計を示しま
す。本市の人口（住民基本台帳人口）を基準とし
て，国立社会保障・人口問題研究所で作成された

「日本の地域別将来推計人口（平成 30 年 (2018) 推計）」の
出生・死亡に関する仮定値を用いて，最近の本市の人口移
動の傾向を反映させた将来人口の推計値（現状趨勢推計）
は，本計画の目標年次である 2028 年には現状（平成 29
年 (2017)）から約 5,700人減少し，20,700人となると見込
まれます。

推計結果を踏まえ，将来的な社会増減の均衡（社会
増減が０）を目指しつつ，人口減少を抑制するこ
とを目標とし，将来都市像の実現に向けて推進

する各種施策の実施効果により，2028 年の人口を 21,000
人と想定します。

Chapter 2

基
本
構
想

将来的な社会増減の
均衡（社会増減が０）を目指します。
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まちづくりの基本認識

「生まれて良かった、
  住んで良かった、
    帰ってきたい、
      住んでみたい」
と思える元気な竹原市の実現

人を活かす

地域資源を活かす

活かすまちづくりにより実現

まちづくりの
基本理念

まちづくりの
基本的視点

6総合計画の
体系図

人を活かし、地域資源を活かす
元気と笑顔が織り成す

「暮らし誇らし、竹原市。」の実現。
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自
然
・
歴
史
・
文
化
に
育
ま
れ
、

人
々
に
守
ら
れ
磨
か
れ
た
資
源
が

人
々
を
魅
了
す
る

賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち

元
気
と
笑
顔
が
織
り
成
す　

暮
ら
し
誇
ら
し
、
竹
原
市
。

重点テーマ 平成 30 年 7 月豪雨災害からの早期復旧・復興

10 年後の将来像・目標像

将来都市像

誰
も
が
い
つ
ま
で
も

い
き
い
き
と

自
分
ら
し
く
輝
く
活
力
と

優
し
さ
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち

誰もがお互いに尊重し合い、
いつまでもはつらつと活躍している目標像 5

様々な仕事に挑戦できる元気な産業が
育ち、活気に満ちている目標像 4

〟文
教
の
ま
ち
た
け
は
ら〝
の

精
神
を
受
け
継
ぎ
、地
域
を
支
え
、

世
界
中
で
活
躍
す
る
人
々
を

輩
出
す
る
ま
ち

市民一人一人が自ら学び、
様々な場面で協力しながら活躍している目標像 3

子供たちが夢の実現に向け
挑戦できる環境が確保されている目標像 2

竹原らしさを感じるまちに
人々が集まり賑わいが生まれている目標像 1

瀬
戸
内
の
恵
ま
れ
た
風
土
と

市
民
の
絆
の
も
と
、

誰
も
が
安
全
・
安
心
で

快
適
に
生
活
で
き
る
ま
ち

生活の基盤が整備され、
快適に暮らしている目標像 6

市民が支え合う絆を大切にし、
安全・安心な生活環境が確保されている目標像 7

将来像 1

将来像 2

将来像 3

将来像 4

Chapter 2

基
本
構
想

個性

人材

活力

基盤
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少子高齢化や人口減少等の進展，経済情勢の変
化などにより，歳入面では一般財源収入の縮
減が進む一方で，歳出面では社会保障関連経

費や老朽化した公共施設等に対応する経費の増加などか
ら，基金総額の減少が続いており，財政運営において課
題が生じています。
　今後は，限られた財源の中で，将来都市像の実現を目
指すとともに，継続的かつ安定的に行政サービスを提供
していくため，組織や人材マネジメントなどを通じて組
織全体における事務遂行能力を高めます。
　また，行政サービスの向上と行政運営の効率化を図る
ため，ＩＣＴ※１の更なる活用を進めるとともに，著しく
進化しているＡＩ※2やＩｏＴ※3の活用について，導入方
法や効果，費用などを含めた調査研究を進めます。
　さらに，事務事業の見直しや選択と集中による行政資
源の投入を行うことに加え，アセットマネジメント※4の
推進により公共施設等の適切な維持管理及び財政負担の
平準化を図るなど，行政運営の見直しと持続可能な財政
構造の構築に取り組み，行財政運営のマネジメント強化
を図ります。

Chapter3計画の
推進

1持続可能な
行財政運営

各部署の情報共有と役割分担で
持続可能なまちづくりを行います。

※１　ＩＣＴ／ Information and Communication Technology の略語。情報通信技術のこと。
※２　ＡＩ／ Artificial Intelligence の略語。人工知能のこと。
※３　ＩｏＴ／ Internet of Things の略語。日本語ではモノのインターネット。様々な「モノ（物）」がインターネッ

トに接続され，情報交換することにより相互に制御する仕組み。
※４　アセットマネジメント／資産管理。施設の状態を把握・評価し，財政的な裏づけを持って施設を中長期的に計画

的かつ効率的に管理するとともに，PDCA サイクルの実践により事業経営の改善を行うこと。
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人口減少に伴う地域活力の低下や担い手不足な
どへの対応が課題としてある中，将来都市像を
実現し，本市の活力を維持向上するためには，

市民が本市の魅力を，再認識，再発見し，まちの将来を「自
分事」と捉え，まちづくりに参加するとともに，本市の
魅力を国内外に向けて，積極的かつ効果的に発信し，選
ばれる都市となることが必要です。
　本市の魅力を発信することによって，国内外の人々の
本市に対する興味や関心を喚起し，交流人口※１や関係人
口※2の増加につなげるとともに，市民には本市の魅力を
再確認してもらうことにより，市への誇りと愛着を更に
高めます。
　こうしたことを通じて，国内外で応援してくれる人を
増やし，市民のシビックプライド（まちに対する「愛着」
や「誇り」を持つことによって，それぞれの立場から地
域のための行動する姿勢をいう。）を醸成することによ
って，賑わいの創出や新たな担い手の確保など，将来的
な課題の解決につなげていきます。

近年の市民ニーズの多様化や複雑化によって生
じる課題は，行政単独による解決が困難な場
合があります。そういった課題の解決を図る

ためには，これまで組織されてきた住民自治組織や各種
団体，民間企業など多様な主体と行政が協働して取り組
む必要があります。
　市民一人一人が，課題に向き合い解決に向けて行動す
ること，まちづくりに主体的に参画していくことが，将
来都市像の実現に向けた大きな推進力となります。その
ため，市民のまちづくりへの関心と意欲を高め，対話と
相互理解を通じて，総合計画の基本理念や将来像を共有
し，市民と行政が連携・協働しながら，将来都市像の実
現に向けた取組を推進していきます。
　また，地方分権の推進や市民の日常生活圏の広域化な
どを背景に，近隣市町が連携し，それぞれの都市の特性
を活かした役割分担を図りながら，効率的なサービス提
供を図っていくことが求められていることから，広域的
な課題対応や交流人口の増加に向けた取組について，広
島広域都市圏※3などの周辺関係市町等との連携・協力を
推進します。

2課題解決につなげる
シティプロモーション 3市民協働と

多様な主体との連携

各部署の情報共有と役割分担で
持続可能なまちづくりを行います。

総合計画に掲げる将来都市像を実現するためには，平成 30 年７月
豪雨災害からの早期復旧・復興を果たすとともに，それぞれの
施策分野において「10 年後の将来像と目標像」として掲げる姿

を目指し各種施策を推進する必要があります。
　施策分野によっては組織横断的な取組が必要となることから，各セク
ション（部署）で情報の共有と役割分担を明確にしたうえで，協力して
将来都市像の実現に向けて施策の推進を図ります。
　こうした将来にわたる計画の推進を支える基本的な実行項目として次の
３点を定め取り組むことで，持続可能なまちづくりを行います。

Chapter 3

計
画
の
推
進

※１　交流人口／その地域に訪れる（交流する）人のこと。
※２　関係人口／移住した「定住人口」でもなく，観光に来た「交流人口」でもない，地域や地域の人々と多様に関わる人々のこと。
※３　広島広域都市圏／広島市の都心部からおおむね 60km，車で約 1 時間の圏内にある，東は三原市エリアから西は山口県柳井市エリアまでの 24 市

町で構成され圏域のこと。



18 The 6th TAKEHARA Comprehensive Plan

Chapter4

ＰＤＣＡサイクルのイメージ

現在の姿

スパイラルアップ※
２

スパイラルアップ

現在 目指す将来像
（中間年次）

将来
時間軸

ＰＬＡＮ
（計画）

基本計画に基づく
成果指標達成のための

事業の企画立案

成果（成果指標・効率性・インパクト※１）の検証

検証結果を活かし
次の領域へ

事業の実施

ＣＨＥＣＫ
（検証）

ＡＣＴＩＯＮ
（改善）

DO
（行動）

Ｐ

Ｃ

Ａ D

Ｐ

Ｃ

Ａ D

Ｐ

Ｃ

Ａ D

Ｐ

Ｃ

Ａ D

目指す
将来像

外部の視点
外部の視点

外部の視点

外部の視点
Ｐ

Ｃ

Ａ D

Ｐ

Ｃ

Ａ D

総合計画の進行管理については，外部
の視点を取り入れ，計画（ＰＬＡＮ）
→行動（ＤＯ）→検証（ＣＨＥＣＫ）

→改善（ＡＣＴＩＯＮ）を繰り返すＰＤＣＡサイクル
の考え方に基づいた方法によって行います。
　基本計画において施策の方向性ごとに目標と
する数値指標を設定し，その達成状況や各施策
のもとで取り組む主な事業の進捗状況等につい
て，毎年度評価を行います。
　その評価結果を踏まえ，必要に応じて
取組の見直しや重点化を検討することに
より，市民ニーズや社会経済情勢の変化
にも柔軟に対応し，着実に計画を推進し
ます。

市民ニーズや社会情勢の変化にも
柔軟に対応し計画を推進します。

計画の進行管理

※１　インパクト／ある物事が他に与える衝撃や，強い印象のこと。
※２　スパイラルアップ／螺旋を描くように 1 周ごとに各段階のレベルが向上すること。


